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千円

款 項 目

千円

指
示
事
項

　【市長】
　・全国の中で本市を選び寄附をしてくださった方々に対し、信頼関係を構築する事業である。
　・返礼品の発送が遅れる又は滞るということがないようにすること。
　・予想を超えるご寄附をいただいた場合に、その信頼を失墜することがないようにすること。
　・担当課だけの仕事ではなく、庁内一丸となって取り組むこと。

平成29年度当初予算額 67,109

平成29年度当初予算額 23,550

目

的

人口減少、少子高齢化の影響による市税収入の伸び悩みなど厳しい財政状況が続いている中、ムー
ミン基金のＰＲと魅力ある返礼品の贈呈により、ふるさと納税制度による寄附を大幅に拡大させ、自主
財源の確保を図る。

担当課名

事
業
の
概
要

　ふるさと納税制度による本市への寄附に対応するもの
　様々な媒体による効果的なプロモーションを進めていくための経費

　一般職非常勤職員報酬、返礼品代、送料、インターネットによる申し込みに対応するためのクレジッ
ト納付委託料など

担当課名

02総務費 01総務管理費 11賑わい創出費

子育て支援課

03民生費 02児童福祉費 01児童福祉総務費

　出生から満１歳までに必要な紙おむつ代として、子ども１人に対し５万円分のクーポン券を支給。
　転入の場合は、月齢に応じた額のクーポン券を交付
　紙おむつ以外にも乳児用粉ミルク、布おむつ、おしりふき等を対象とする。
　平成29年7月事業開始予定

　消耗品費：50千円、印刷製本費：500千円、紙おむつ等購入助成費　23,000千円

事
業
の
概
要

目

的

　・赤ちゃんの健やかな成長を願い、飯能市が一体となって子育て世帯を応援する気持ちを形にする
　・子育て世代の金銭的負担緩和を図ること

新規事業 ０歳児おむつ無償化事業

賑わい創出課

継続事業 ふるさとはんのう応援事業

指
示
事
項

　【市長】
　・飯能市は「女性と子どもにやさしいまち」として様々な事業に取り組んでいる。
　　多くのお母さんたちに分かりやすい内容、分かりやすい言葉で事業を進めること。
　　同じ目線で考えてほしい。
　・事業を始めるに当たっては、周知・発信をしっかりやること。
　　知らなくて貰えなかったという人がいないような仕組みをつくり、１人の漏れもないようにすること。
　　転入してきた方、自治会に入ってない方、広報が届かない方にも情報が届くようにすること。


